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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成22年4月22日(2010.4.22)

【公開番号】特開2008-231046(P2008-231046A)
【公開日】平成20年10月2日(2008.10.2)
【年通号数】公開・登録公報2008-039
【出願番号】特願2007-74531(P2007-74531)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｃ 231/20     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ 237/06     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｃ 231/20    　　　　
   Ｃ０７Ｃ 237/06    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成22年3月3日(2010.3.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
下記式：
【化１】

［式中、Ｘはハロゲン原子を表し、※は光学活性体を表す。］で示される光学活性カルニ
チンアミドハロゲン化物を晶析させることにより、得られる光学活性カルニチンアミドハ
ロゲン化物の光学純度を、晶析に供される光学活性カルニチンアミドハロゲン化物の光学
純度に対して変化させる、光学活性カルニチンアミドハロゲン化物の精製方法。
【請求項２】
前記得られる光学活性カルニチンアミドハロゲン化物の結晶の光学純度が、前記晶析に供
される光学活性カルニチンアミドハロゲン化物の光学純度よりも高い、請求項１記載の方
法。
【請求項３】
前記晶析に供される光学活性カルニチンアミドハロゲン化物において、下記式：
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【化２】

で表されるＬ－カルニチンアミドハロゲン化物が、下記式：
【化３】

で表されるＤ－カルニチンアミドハロゲン化物に対して過剰に存在する、請求項１又は２
記載の方法。
【請求項４】
前記晶析に供される光学活性カルニチンアミドハロゲン化物の光学純度が７０％ｅ．ｅ．
以上である、請求項１～３のいずれか記載の方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２５】
［実施例２］
７９％ｅ．ｅ．〔〔α〕D

25＝－１４．１°（Ｃ＝１０）〕のＬ－カルニチンアミド塩化
物３．００ｇ（１５．３ｍｍｏｌ）を実施例１と同様の方法で晶析を行い、２．０１ｇの
白色結晶を得た。この化合物の旋光度を測定したところ、〔α〕D

25＝－１６．９°（Ｃ
＝１０）（９５％ｅ．ｅ．）であることがわかった。また濾液のメタノールを留去して得
られた化合物も同様に旋光度を測定したところ、〔α〕D

25＝－８．５°（Ｃ＝１０）（
４８％ｅ．ｅ．）であることがわかった。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２６】
［実施例３］
９０％ｅ．ｅ．〔〔α〕D

25＝－１６．０°（Ｃ＝１０）〕のＬ－カルニチンアミド塩化
物３．００ｇ（１５．３ｍｍｏｌ）を実施例１と同様の方法で晶析を行い、１．９８ｇの
白色結晶を得た。この化合物の旋光度を測定したところ、〔α〕D

25＝－１７．４°（Ｃ
＝１０）（９８％ｅ．ｅ．）であることがわかった。また濾液のメタノールを留去して得
られた化合物も同様に旋光度を測定したところ、〔α〕D

25＝－１３．２°（Ｃ＝１０）
（７４％ｅ．ｅ．）であることがわかった。
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